
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所
の
解
散
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

参
議
院
総
務
委
員
会

政
府
は
、
独
立
行
政
法
人
消
防
研
究
所
を
解
散
し
、
そ
の
事
務
を
国
が
引
き
継
ぐ
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ

る
。

一
、
新
し
い
災
害
や
被
災
の
様
相
の
変
化
に
対
応
す
る
消
防
防
災
の
科
学
技
術
の
向
上
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
消

防
研
究
所
が
果
た
し
て
き
た
機
能
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
制
度
の

活
用
等
に
よ
り
、
業
務
の
継
続
的
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
特
に
留
意
す
る
こ
と
。

二
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
消
防
防
災
科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
消
防
本
部
の
研
究
部
門
や
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど

の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


